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本研究は日本語学習者の終助詞の習得と使用において見られる問題点を明らかにするべ
く、文末における終助詞「ね」（以下ネ）、「よ」（以下ヨ）、「よね」（以下ヨネ）に焦点を当
てて分析を行った。具体的には、既存のネ、ヨ、ヨネの機能分類が、日本語学習者の談話
レベルにおける使用を説明する際に不十分な点があることを指摘したうえで、宇佐美まゆ
みが 2011年に監修した「BTSJによる日本語話し言葉コーパス(以下 BTSJコーパス)」から、
初対面での日本語母語場面の会話データ(6組)を用い、終助詞ネ、ヨ、ヨネの機能分類を行
った。さらに、その機能分類を本研究の枠組みとして用いつつ、実際に調査した初対面で
の接触場面の会話データ（18組）の母語話者(以下 NS)と学習者(以下 NNS)の終助詞ネ、ヨ、
ヨネの使用を、BTSJコーパスの母語場面の母語話者(以下 NS`)と比較しながら分析を行っ 
た。 
 
以下では本稿の各章の概要、並びに本研究の結論と日本語教育における意義を述べ、最
後に今後の課題を挙げる。 
 
【各章のまとめ】 
本研究は全 7章で構成される。 
第 1 章では本研究の着想となった動機、さらに研究背景について述べた。具体的には現
時点の日本語教育の分野から行われる終助詞ネ、ヨ、ヨネの研究及び教育現場に存在する
問題を指摘し、本研究では日本語教育の視点からの機能分類の提案と接触場面研究となる
学習者の終助詞の習得問題と使用特徴を捉え直す必要性と意義を提起した。 
第 2 章では先行研究をまとめた。まず、日本語教育と関連性の深い終助詞ネ、ヨ、ヨネ
の意味用法の研究と発話機能の研究を取り上げた後、第二言語としての NNS の終助詞使用
に関する先行研究を取り上げた。これら先行研究の課題から、本研究の視点として①文法
性と談話性の統合する視点、②接触場面の参加者による相互行為の視点、③学習者の立場
から終助詞使用を考察する視点を取り入れる必要性を指摘したうえで、次のような 3 つの
研究課題を提示した。 
（１） NNSの終助詞の使用と習得問題を説明できる機能分類を行う 
（２） 母語場面の NS`、接触場面の NS、NNS の終助詞の使用実態と使用傾向を分析・考
察する 
（３） NNSの視点から NNSのネ、ヨ、ヨネの中間言語の使用実態を明らかにする 
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第 3 章では、本研究の研究方法について取り上げた。まず、終助詞ネ、ヨ、ヨネの機能
を捉える枠組みと、NNSの中間言語のアプローチを定めた。前者の機能分類の枠組みに関し
ては終助詞が持つ多様な機能を統一的に捉えるアプローチを提案した。具体的には文法的
側面の概念である命題内容の事柄の「領域」を一番の上位レベルの機能と捉え、その次の
レベルとして発話目的による発話機能を認めるものの、実際の会話の中では発話機能だけ
では終助詞の説明を十分にできない問題点も指摘した。そして、本研究の新たな視点であ
る発話連鎖効力の概念をさらに次の下位レベルとして捉え、上位レベルの「領域」との関
わりを探ることで、談話上における終助詞の機能を統合的にまとめる方法を定めた。一方
で、後者の NNS の中間言語に関しては、習得研究を接触場面研究の中に位置づける必要性
を指摘したうえ、相互行為としての NSと NNSのインターアクションの中でそれぞれの話者
の終助詞の働きを捉える視点を主張した。特に NNS の終助詞ネ、ヨ、ヨネの分析に関して
は、これまでの誤用分析を中心に行われた習得研究を踏襲し、本研究で考案した終助詞ネ、
ヨ、ヨネの談話上における統合的機能分類の枠組みを基に、NNSの中間言語を「正用」、「過
剰使用」、「不自然な使用」、「誤用」、「不使用」といった 5つの種類に分類した。さらに、3
章の後半では本研究のデータについて説明を行った。まず、「BTSJコーパス」を紹介し、そ
こから抜粋した本研究の母語場面の会話データについて取り上げた。その後、本研究の接
触場面データの調査概要と述べてから、分析対象とする文末終助詞ネ、ヨ、ヨネの発話文
について説明した。接触場面の調査においては、NNSの終助詞の習得の問題と使用特徴をよ
り明らかにするために、NNSの滞在期間を一定期間に限定せず、滞在期間の長短に分けて 3
つのグループ、即ち 1年半未満の短期グループ、2年以上 4年未満の中期グループ、5年以
上の長期グループに分類してデータを収集した。最終的に本研究の分析で用いた会話デー
タは、母語場面は BTSJコーパスから抜粋した 6組の 98分 40秒の会話となり、接触場面は
実際に調査した 18組の 360分の会話となった。 
第 4 章では理論的枠組みについて考案を行った。BTSJ コーパスの母語場面の初対面会話
の中からネ(181回)、ヨ(74回)、ヨネ(112回)の使用例を集め、終助詞ネ、ヨ、ヨネの談話
上における統合的機能を分類した。その結果、終助詞ネ、ヨ、ヨネは、命題内容の事柄の
領域、即ち聞き手領域、話し手領域、中立領域の 3 つの領域の違いにより、その下位レベ
ルの機能として、要求系、提示系、表明系の 3つの発話連鎖効力を持った 11種類の談話上
における統合的機能に分類された。それぞれ種類別にはネが 5 つの機能に、ヨが 3 つの機
能に、ヨネが 3 つの機能に分類される結果となった。このような統合的機能分類のアプロ
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ーチを通し、ネ、ヨ、ヨネの機能の階層関係を明らかにし、即ち文法性を担う領域の概念
が上位レベルとなり、談話展開の志向性を示す発話連鎖効力が下位レベルになり、多様な
レベルの機能が談話上において絡み合って統合的に働いていることを示した。これは従来
の文法的次元からの意味用法による説明と絡めて解釈すると、従来ネ、ヨ、ヨネの相互の
区別を明確にできなかった原因は、命題のみを持って終助詞の機能を定義しようとしたこ
とにあると言える。言い換えると、上位レベルに留まった分析であったとも言える。終助
詞ネ、ヨ、ヨネは、文レベルの命題または発話内容だけでは、話し手がなぜ談話の中でそ
の終助詞を選択しているのか、判断しがたい文法要素であることを指摘しておく。そして、
本研究の統合的機能分類のアプローチにより、終助詞の機能はより短い文レベルの文法性
が上位レベルになり、長い談話レベルの機能が下位レベルの機能として領域に下に「支配」
される形で談話上において働きを果たしているといった、終助詞が持つ多様な機能の階層
関係を示唆することができ、興味深い視点を提示した。 
第 5 章では、第 4 章で考案した終助詞ネ、ヨ、ヨネの統合的機能分類を分析の枠組みと
して用い、母語場面の NS`及び接触場面の NS と NNS のネ、ヨ、ヨネのそれぞれの使用頻度
の量的分析を行い、使用実態を明らかにした。以下、NS`、NS、NNS の順でそれぞれまとめ
る。 
（1）母語場面の NS`の終助詞ネ、ヨ、ヨネの使用実態 
母語場面の NS`の終助詞ネ、ヨ、ヨネの使用は、文法的側面の領域別にどのように発話連
鎖効力を使い分けているかという観点から次の 3点にまとめた。まず、1）命題内容の事柄
が聞き手領域に関わる場合には、NS`は表明系の終助詞を要求系に比べて倍近く多く使用し
ており、特に初対面場面において一致を表明するヨネ①を多く使用していることが分かっ
た。聞き手領域に関わる要求系の終助詞は 3 種類あるにも関わらず、その使用頻度は少な
く、中で大半を占めたのはコメントの受入要求のネ②であった。コメントの受入要求のネ
②は新たな談話展開を協調的にする要求系の終助詞である。このネ②の使用から初対面場
面の会話で NS`は相手が話題展開をスムーズにできるように「聞き手」として協力しようと
する姿勢が伺える。次に、2）命題内容の事柄が話し手領域に関わる場合には、NS`は要求
系の終助詞を圧倒的に多く使用していることが分かった。特に初対面場面では情報・意思
受入要求のネ③が大部分を占めていた。提示系の新情報提示のヨ②と表明系の結論表明の
ヨ③はそれほど使用回数の差がなく、要求系の機能に比べるとその半分程度にとどまる。
これまで母語場面の会話の中でなぜ終助詞ネが多く、ヨはネより少ないかというネヨの使
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用頻度の問題は、発話連鎖の視点からは注目されてこなかった。ネとヨの使用頻度の問題
を、本研究の終助詞の発話連鎖効力の視点から説明すると、日本語の談話展開が聞き手の
応答や反応を求めつつ会話を協調的に展開することを志向する規範を持つため、要求系の
発話連鎖効力を持つネの使用が多く、その一方で、自らが主導的に会話を展開したり、結
論を付けたりすることで強いニュアンスを与える談話展開を控えているため、提示系と表
明系を持つヨの使用頻度がネより少なくなると解釈することができよう。最後に、3）命題
内容の事柄が中立領域に関わる場合、NS`は提示系の一致を提示するヨネ③と表明系の同
意・共感表明のネ⑤を同程度に使用していたが、要求系の同意・共感要求のネ④の使用は
少なかった。多く使用した提示系のヨネ③は聞き手との共通経験や社会的常識など、当然
聞き手と共有可能な中立領域の事柄に用いられ、発話連鎖としては話し手が引き続き談話
展開をする働きがあるが、この機能が初対面の場面において終助詞全体の 9.3％という高い
割合を占めたことは非常に興味深い。一方で、要求系の同意・共感要求のネ④の使用が少
なかった結果はやや予想を反した結果となった。従来ネの代表的な機能として「同意を求
める」機能が挙げられてきたが、本研究の発話連鎖の視点を取り入れて分析すると、初対
面場面という場面性の要因もあるとはいえ、実際の会話の中で「同意を求める」ネの使用
は案外少ないことが明らかになった。 
（2）接触場面の NSの終助詞ネ、ヨ、ヨネの使用実態 
接触場面の NSが多く使用する終助詞ネ、ヨ、ヨネは接触場面の場面性、即ち母語話者と
しての役割と会話相手の学習者の言語能力等の要素を考慮し、次の 3 点からまとめた。ま
ず、1）NSは聞き手領域の終助詞、中でも特に要求系の機能を多用し、NNSに働きかけよう
とすることが明らかになった。接触場面の NSは聞き手領域に関わる発話を多く発している
ことが終助詞の量的分析によって反映された。使用頻度が高かった確認要求のネ①、一致
を表明するヨネ①、コメントの受入要求のネ②は聞き手の先行発話に対して使用され、聞
き手の談話展開を促進したり、聞き手と共同的に談話をまとめたりする働きを持つ。この
ような機能が多く使用されることから、NS は NNS の先行発話に対して積極的に反応し、ま
た NNS のその後の発話の産出や談話の展開がよりスムーズに行えるように、談話促進を行
っていることを意味している。このように NSが NNSを配慮しながら積極的に相互行為を図
ろうとする調整行為が、終助詞の機能の使用頻度を通して反映されている。次に、2）NSは
NNSの理解支援を工夫し、話し手領域の機能を使用して、文末形式または談話展開をシンプ
ルにすることが明らかになった。接触場面の NS は情報提供を行う際に、NNS の日本語の理
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解能力を配慮し、発話文を短い発話文にして分かりやすい形で産出したり、情報を少しず
つ提示したりするなどフォリナートークの特徴を持つ発話を多く発していた。そして、こ
れらの発話の文末には話し手領域の情報・意思受入要求のネ③や新情報提示のヨ②が多く
使用されているのが分かった。これは NSが NNSに対して理解支援を行うために取る調整行
為の一つとしてみることができる。終助詞が用いられるフォリナートーク的な発話は「で
す・ますね」、「んですよ」等のシンプルな文末形式を取ったり、発話と発話の間にはっき
りした間を作ったり等、NSが NNSの理解反応を伺いつつ、情報提供が一方的ではなく、NNS
との相互行為的なものとして進めようとする工夫が確認できる。最後に、3）個人差はある
ものの、NSは全体的に提示系の使用を控えることが明らかになった。NSによっては提示系
の新情報提示のヨ①を頻繁に使用する NS もいたが、全体的には NNS または母語場面の NS`
に比べ、自らが談話の主導権を取る提示系の機能を控えようとする傾向が見られる。特に
中立領域の提示系の一致を提示するヨネ③の使用においては、NS と NS`には大きな差が見
られた。これまでの母語場面を中心に談話レベルで取り上げられてきたネ、ヨ、ヨネの語
用論的機能は「対人関係」に関わる「配慮」を示す機能が重んじられてきたが、接触場面
における NSの使用をみると、そのような語用論的機能と異なった NNSとの相互行為を円滑
に行うための機能、即ち本研究で注目する談話上における発話連鎖効力のほうがより優先
的に使用されていることが判明した。 
（3）接触場面の NNSの終助詞ネ、ヨ、ヨネの使用実態 
接触場面の NNS はネ、ヨ、ヨネの種類別の習得問題により、次の 3 点からまとめた。ま
ず、1）ネに関しては、確認要求のネ①は使用が少なく、NNS は聞き手領域の発話に終助詞
を使用することが少ないのが分かった。その要因として考えられるのは、確認要求のネ①
が持つ連鎖効力、即ち聞き手の先行発話に向けた発話に使用される点が、NNSにとっては難
度の高い言語行動だからである。コメントの受入要求のネ②は全体的には使用が少なかっ
たが、個別に繰り返し使用する NNS もおり、その使用特徴をみると自分から聞き手に働き
かけるといった NSとは異なる特徴を持つ NNS独自な使用が見られた。情報・意思受入要求
のネ③の使用頻度は一番高く、習得が早い機能であることは明らかになった。NNSは「です・
ますね」「思いますね」「そうですね」「んですね」等で文末をシンプルな形式にしたり、ま
たは発話文を複文などにせず、切りのいいところで短く完結したりして、文の産出をしや
すくするのに、終助詞の代表的なものネをよく用いていた。このような使用は接触場面の
NS のフォリナートーク的なネの使用とも通じる部分がある。NNS のネ③の使用に対し、NS
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が積極的に応答や反応を示すことも確認され、ネ③の使用が会話を相互行為的なものにす
る一役を担っていることが見て取れる。同意・共感要求のネ④は使用が少なく、一方で NS
が使用する同意・共感要求のネ④の発話を受け、適切な応答を返せない問題も確認された。
上述の確認要求のネ①と並んで、同意・共感要求のネ④は聞き手との相互行為をより強く
要する「強い」発話連鎖効力を持つ故に、談話レベルでそれを使いこなすことは、難度の
高いことと予想される。同意・共感表明のネ⑤の使用は多かったが、中には先行研究でも
よく指摘されてきた通り「そうですね」の定型表現の形の使用が多い割合を示すのが本研
究でも確認できた。一方で発話連鎖の視点からこれらの定型表現の働きを見直したら、接
触場面の談話展開に寄与するものも多く含まれることが明らかになった。次に、2）ヨに関
しては、まず行動要求のヨ①は初対面場面において使用する必要性が低いにもかかわらず、
積極的に使用する NNSが見られた。NNSは行動要求のヨ①が場合によっては聞き手に失礼な
言い方になりかねない点を十分に理解しないまま、使用している可能性が示唆された。一
方で、新情報提示のヨ②の使用頻度は非常に高く、特に「んですよ」のような「のだ」文
の形式で長い談話レベルにかけて、繰り返し使用する特徴が極めて目立っていた。NNSにと
って自分の発話を引き続き産出し、談話展開を継続する提示系のヨ②は習得が早く、好ん
で使用する機能であることが明らかになった。結論表明のヨ③の使用頻度も高かったが、
発話連鎖効力がはっきりしない使用が多く観察され、新情報提示のヨ②との違いが見られ
た。このようなヨ②とヨ③の使用に見られる相違点から、NNSは先行発話をまとめる発話を
発することに困難を感じる一方、後続発話を展開することには積極的である言語産出能力
の一面が浮き彫りになったと言えよう。このような言語産出の能力が、ヨ②とヨ③の使用
特徴を通しても反映される結果となった。最後に、3）ヨネに関してはどの機能も使用が少
なかった。ヨネの使用が少ないのは、ネとヨを先に習得し、優先的に選択して使用する習
得順序の要因が考えられよう。一方で発話連鎖の視点からヨネの使用問題をまとめると、
次のことが指摘できる。まず、一致を表明するヨネ①は接触場面の NSまたは母語場面の NS`
は多く使用するのに対し、NNSは使用が少なく対照的な結果となった。ヨネ①は聞き手の発
話に向けて使用する表明系の発話連鎖効力を持ち、上でも指摘した通り先行発話に対して
適切な発話産出を行うことは、NNSにとって難度の高い言語行動であるため、ヨネ①の習得
と適切な使用を尚更遅れると考えられる。一致の受入要求のヨネ②の使用も少なったが、
使用例をみるとその発話内容のバリエーションが少なく、NNSは特定なパターンを中心に使
用する傾向があることが確認された。一致を提示するヨネ③も使用が少なかったが、全て
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の例が特定の談話展開のパターンを作っていることが確認された。上で提示系の新情報提
示のヨ②の使用でも指摘した通り、NNSは提示系の発話連鎖効力を習得するのが早く、好ん
で使用する点が、提示系のヨネ③の使用例を通しても浮き彫りになった。 
第 6章は、第 5章の NNSの終助詞の使用実態の結果を基に、NNSの終助詞使用の問題を中
心に考察を行った章である。NNSの終助詞の言語問題として扱ったものは、NNSの正用の中
での過剰使用とみられる問題、不自然な使用、誤用、終助詞の不使用（過少使用）の問題
の 4つである。以下 4つの言語問題をそれぞれまとめる。 
（１）過剰使用の問題 
過剰使用の問題に関しては、NNSの過剰使用を発話連鎖の視点を取り入れ談話レベルから
NNSがなぜ過剰使用をするのか、学習者の視点に立って分析を行った。その結果、過剰使用
には 2種類、即ち文レベルの過剰使用と談話レベルの過剰使用があることが明らかになり、
前者は文末詞としての働きの側面が強く、後者は談話展開の談話標識としての働きの側面
が強いことが判明した。具体的には、文レベルの過剰使用は発話連鎖効力の働きが薄く、
主に文末処理や当発話の内容の強調を意識して使用する独自な使用とみることができる。
一方で、談話レベルの過剰使用は後続する談話展開の仕方や方向性を作る談話標識として、
終助詞が持つ発話連鎖効力を活用する独自な使用とみることができる。このような終助詞
の発話連鎖効力を活用した過剰使用は、実際には NSの受け入れや促しがはっきり見られる
場合が多く、母語場面とは異なる特徴を持ついわゆる接触場面特有の相互行為として行わ
れることが見受けられた。言い換えると NNS の終助詞の独自な使用は接触場面の相互行為
に対し、時には問題を引き起こす場合も想定されるが、実はそればかりではなく、接触場
面特有な特徴を持たせる相互行為を構築する「働き」もあると指摘したい。更に詳しく掘
り下げると、問題を引き起こしやすい使用（言語問題）はどちらかというと、文レベルに
おける過剰使用である可能性が高く、これらの使用がもたらすはっきりしない発話連鎖効
力の故に、聞き手の NSは NNSの終助詞の使用意図が直ちに捕まえず、会話の滞りが起きる
危険性が生じるだろう。従来の誤用分析の先行研究で指摘されてきた過剰使用の問題も、
この類の文レベルの独自な使用にあったのではないだろうか。また、滞在期間のグループ
別の使用実態の分析結果からも、情報・意思受入要求のネ③は中期グループが最も多く、
長期グループでは定着しつつあることから使用頻度が減る傾向が確認された。しかし、ネ
③と対照的に新情報提示のヨ②と結論表明のヨ③は増える一方である結果を踏まえると、
NNS はネの使用に関しては定着とともに NS に近づく使用をするが、ヨの使用は習得が進む
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につれ、よりストラテジー的な使用が増え、学習者独自な使用を駆使していることが示唆
されている。 
（２） 不自然な使用の問題 
不自然な使用の問題に関しては、主にネとヨネの発話連鎖効力の混同問題であることが
明らかになった。特に、ヨネは 5 章の正用の使用実態の分析で提示系の一致を提示するヨ
ネ③の正用がたった 6回しか見られなかったが、集計対象外となる不自然な使用の 13回の
内訳を合わせてみると、NNSは実は命題内容の事柄の領域がどの領域か問わず、ヨネを使う
場合は提示系の発話連鎖効力を適用し、談話展開を行う傾向が強いことが確認された。つ
まり不自然な使用は、ネとヨネの発話連鎖効力に関わる逸脱で、しいていうと、NNSは提示
系の発話連鎖効力の過剰使用することからくる問題であることを指摘したい。 
（３）誤用の問題 
誤用の問題に関しては、3つの下位タイプ、脱落、周辺要素による誤用、定型表現の濫用
に分類した。その結果、32 回の誤用が確認され、その数から誤用は決して多くないことが
判明した。誤用の中にはネとヨネの誤用がほとんどで、ヨは少なかった。これは、ヨの使
用は任意の場合がほとんどであるため、誤用には分類されず、過剰使用として分類される
ためである。また、誤用のタイプをみると終助詞の文法的間違いである「脱落」は少なく、
周辺言語による誤用と定型表現の濫用のほうが圧倒的に多かった。終助詞のように活用が
ない文法的要素の場合、文法的間違いとして現れる誤用は少ない。また、終助詞の誤用は
発話内容の量や質に対してさほど影響を及ぼさない場合が多い。この点を踏まえると、終
助詞の誤用は文レベルの誤用に留まらず、当誤用が一連の相互行為に対して引き起こす問
題を深く探っていく必要がある点を、課題として提示した。 
（４）不使用の問題 
不使用の問題に関しては、終助詞の使用が極端と少ないデータを例に考察した。その結
果、終助詞の不使用の問題を補うため発話連鎖のストラテジーが 2 タイプ確認された。即
ち、要求系の発話連鎖の特徴を持つ「文末における付加要素による聞き手のフィードバッ
クの要請」のストラテジーと、提示系の発話連鎖の特徴を持つ「特定な談話標識を用いた
発話文の羅列による一方的な談話展開」のストラテジーである。一方で、表明系の発話連
鎖の特徴ははっきり確認されなかった。そこから、NNSの場合は自らが産出しようとする発
話に向けて工夫したり、調整を行ったりするストラテジーを行使することは比較的に簡単
にできても、すでに産出された先行発話に対して発話を行うことは困難を感じていること
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が予想できる。終助詞の不使用の問題とその問題を補う発話連鎖のストラテジーからは、
NNS がこれから産出する要求系と提示系の発話連鎖のためのストラテジーを先に習得する
が、先行発話との関連付けのために用いる表明系のストラテジーの習得については遅れる
可能性があることが示唆され、NNSの発話連鎖の習得の一面を把握することができた。 
 
以上、各章で論じた内容を基に、本研究の結論は次の 3点にまとめることができた。 
 
【本研究の結論】 
第一、本研究は終助詞ネ、ヨ、ヨネの機能を談話レベルで捉えるために、文法的側面に
位置づけられる命題内容の事柄領域を上位レベルの機能と捉え、さらに発話連鎖において
果たす発話連鎖効力という談話レベルの機能を、事柄の領域の下に位置するものとして取
り入れ、終助詞が持つ多様なレベル別機能を統合させた。この本研究で考案した談話上に
おける機能を統合させる方法の導入により、従来区別がはっきりしていなかった、ネ、ヨ、
ヨネの機能を区別することに成功した。また、文レベルの意味機能を超え、終助詞の機能
は談話展開においても働くことを指摘できたのと同時に、終助詞の使用を通して談話展開
の志向を明らかにすることができた。本研究の機能分類は、NNSの使用を分析する目的から
考案されたものであるが、このような統合的機能分類のアプローチにより、終助詞の機能
がより短い文レベルの文法性において上位レベルになっており、長い談話レベルの機能が
下位レベルの機能として命題内容の事柄領域によって「支配」され、細分類される形で、
談話上にて統合的に働くといった、終助詞の多様な機能が持つ階層関係も示すことができ
た。 
第二、母語場面の NS`、接触場面の NS、NNSの終助詞ネ、ヨ、ヨネの 3つを同時に取り上
げて、その使用実態の分析と相互比較を行うことで、NS`、NS、NSの使用実態の全貌を初め
て明らかにすることに成功した。特に、本研究では接触場面の場面性がもたらす NSの使用
特徴と、NNS の中間言語の特徴を明らかにすることに重点を置いた結果、接触場面の NS と
NNSの使用特徴について以下のことが分かった。 
１）接触場面の NSの使用特徴 
まず領域の面からみると、NSは聞き手領域の終助詞、中でも特に要求系の機能を多用し、
NNS に働きかける特徴が見られた。また、NS は NNS の理解支援を工夫するために話し手領
域の機能を使用し、文末形式または談話展開をシンプルにしようとする特徴が見られた。
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次に発話連鎖からみると、個人差はあるものの、NS 全体的に自らが主導して談話展開をす
る提示系の使用を控えていた。このような NSの使用特徴を生み出す要因としては、接触場
面の NSは NNSの談話展開や発話理解を促進する発話を多く発していることに起因すること
を指摘できる。そのような発話調整が、終助詞機能の使用頻度に影響していると解釈する
ことができる。 
2）接触場面の NNSの使用特徴 
まず領域の面からみると、NNSは話し手領域の機能を早く習得し、使用頻度も高いのに対
し、聞き手領域の機能は使用が少なく、習得が遅れていた。その要因としては聞き手に働
きかける発話の難度が高く、産出する機会も少ないためだと考えられる。次に、発話連鎖
からみると、NNSは提示系の機能は使用頻度が高く、正しく使用する頻度も多いことから習
得が早いものと推察される。さらに、提示系の機能は談話レベルを通して使いこなせてお
り、NNSの独自な使用の在り方として定着していることが分かった。それに対し、要求系の
機能と表明系の機能は、提示系の機能に比べると談話レベルを通して使う性格が弱く、ど
ちらかというと文レベルに留まった使用として定着したものが多く含まれる。その要因と
して、NNSは自身の後続発話の産出に対する強い意識から、提示系の機能を頻繁に使用して
いるのに対し、聞き手と協調的な相互行為を図る発話や、先行発話に向けた発話の産出す
る意識が比較的弱く、結果としてそれに関係する発話連鎖効力の使用も比較的少なくなっ
ている実態が明らかになった。 
第三、NNSの言語問題を NNSの視点から捉えなおすことができた。具体的には NNSの言語
問題について、本研究では談話レベルを中心に NNS の視点から捉えなしているが、その結
果として以下 4点を明らかにすることができた。 
1)NNSの過剰使用は、使用頻度の問題を超えて NNSの独自な使用(ストラテジー)であるこ
とを明らかにした点である。NNSの過剰使用の分析と考察からは、NNSの終助詞の使用が NS
の使用の特徴と類似し、NS に近づく使い方をしている場合もあれば、対照的に NNS の独自
な使用を増やしていくケースもみられる。また種類別の使用からは、発話産出や談話展開
において活用するヨのほうは定着後には独自の使用が増えるのと対照的に、独自な使用と
して定着したネのほうは、文レベルのスーパー文末詞として過剰使用することで定着し、
かつ NSの使用に近づけるため、使用頻度も NSに近づけて減少した可能性が考えられる。 
2)不自然な使用は、単純なネとヨの混同ではなく、提示系の連鎖効力の濫用として捉え
ることができる。しかし、過剰使用の問題は、NNSの視点から捉え直すと、発話の生成や談
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話展開のために NNSの独自な使用方法の一つとしてみることもできる。 
3)不使用の問題は、単純に終助詞の使用頻度が少ないという問題ではなく、NNSの習得の
視点から捉えた場合、談話展開において働く終助詞が未習得である問題として捉えること
もできる。さらに、不使用の問題が影響を及ぼすケースは、接触場面における NSとのやり
取りの方にあって、聞き手の NS の応答や調整行動に影響し、会話の相手としての NS の調
整行動の負担が重くなる可能性が生じることが示唆された。 
4)産出された使用における誤用数をみると、極めて少なかった。さらに、上記 3 点を踏
まえて考えると、誤用分析では NNSの使用は説明しきれないことが再確認された。 
 
【本研究の意義と日本語教育への示唆】 
本研究の意義と日本語教育への示唆については、主に以下の 2点をあげることができる。 
第一、 接触場面研究としての意義である。本研究では母語場面と接触場面の両方の会話 
データを用い、分析の枠組みとなる機能分類方法を独自に考案し、その機能分類の枠組みを
使うことで、母語場面と接触場面それぞれにおける終助詞の使用を分析・考察した。それに
よって、接触場面の NS の使用を、母語場面の NS`と比較し、接触場面の使用の特徴を明ら
かにすることができた。これらは学習者の終助詞の習得問題のみならず、広く接触場面の言
語使用や特徴を明らかにした研究としても意義があると考えられる。 
第二、 学習者の中間言語研究としての意義である。学習者の中間言語研究としての意義 
として以下の 2点を挙げたい。 
1)誤用分析の研究を深めることができた点。本研究では NNS の終助詞ネ、ヨ、ヨネの使
用を文ベルから談話レベルに拡大して考察したことで、学習者の終助詞使用の問題の原因
が文法的側面にあるのか、それとも談話展開の側面にあるのかを明らかにすることが出来
たと同時に、終助詞の誤用分析を談話レベルで行うことでさらに深い考察ができた。この
ようなアプローチを通して、NNSの終助詞の言語問題は文法的側面における問題は一部に過
ぎず、多くの問題は文末の産出や談話展開といった NNS の独自な使用からくる点が分かっ
た。そして、さらに NNSの視点から行う中間言語分析の意義を指摘することが出来た。 
2)NNSの中間言語にみられる独自の使用実態を指摘することができた。本研究は NNSの視
点を取り入れ、終助詞の談話上の機能と実際の接触場面の相互行為の中で、NNSの中間言語
の実態を体系的に分類して提示することができた。このように実際の接触場面を対象とし
て、NNSの中間言語として終助詞の使用と働きを捉えることで、これまで主に誤用を中心に
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NNS の使用問題をネガティブに捉えてきた誤用分析の領域を超え、そもそも NNS は NS とは
異なる視点と目的を持って終助詞を使用することを指摘した。即ち、NNSにとって、終助詞
はモダリティよりも、談話展開や発話産出のために使用されるものであり、談話展開の仕
方(母語の影響も含めて)が終助詞の使用に影響することを明らかにした。このような NNS
の終助詞使用の分析視点は、従来の成果にはみられなかったものである。本研究の成果に
より、終助詞ネ、ヨ、ヨネの第二言語習得研究に初めて新たな示唆を与えることができた
と考える。 
 
【今後の課題】 
一方、本研究はいくつか今後の課題も残されている。例えば NNS の調査対象者を滞在期
間別に分けているにも関わらず、短期、中期、長期の比較が十分になされていなかったこ
となどが挙げられる。また、本研究では相互行為の視点を入れているが、主に話し手とし
ての NNSの使用に焦点が当てられており、NNSの発話に対する NSの応答や、NSの終助詞の
使用に対する NNS の応答を相互的に捉える分析には至っていない。NS が使用する終助詞に
対し、NNSは適切な応答を返しているか否かも、NNSの終助詞の習得問題の一部であると考
えるのであれば、NS の終助詞発話に対する NNS の応答に注目した分析と考察も必要である
と言えよう。以上の課題については、今後研究を継続していきたいと思う。 
 
